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報
告
者
・

有
限
会
社
た
び
プ
ラ
ザ

代
表
取
締
役
伊
藤
繁
美

な
，
E』
園
，
、
町
田
、

例
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ

4
4
晶
UUE

‘
’
b
v
H『

き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

担
当
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
多
々
の
不
手
際
が
あ
っ
た

v
f

に
も
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
は
大
田
支
部
の

－
F
U
結
束
力
で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

園
周
唱
し
た
。

例
会
が
ど
れ
だ
け
の
時
間
と
手
間

一
－
γ

を
か
け
行
わ
れ
て
い
る
か
を
改
め
て
認
識

L
均
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。
例
会
企
画
を
な

n
h苛
め
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

吋
何
回
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
例
会
を
納
涼
会
に

司
、
す
る
こ
と
、
屋
形
船
に
す
る
事
、
ど
う
せ
な
ら

司

緑
世
代
対
抗
の
歌
合
戦
に
し
て
老
若
男
女
全
部
船
の

上
に
集
め
て
感
り
上
が
ろ
うと
い
う
と
こ
ろ
ま
で

は
す
ん
な
り
決
ま
り
、
さ
あ
後
は
案
内
を
出
し
て
本

…
番
を
待
つ
だ
け
！
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
予
算
が
高

い
か
ら
補
助
を
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
例
会

…
委
員
会
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
安
易
な
企

…
画
で
は
予
算
は
出
せ
ま
せ
ん
！
と
一
蹴
。

幹
事
会
で

は
い
つ
屋
形
船
に
決
ま
っ
た
の
？
な
ど
、
予
算
ど
こ

…
ろ
か
企
画
事
態
も
危
う
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、

い

な
に
せ
時
間
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
特別
委
員
会
を

設
け
る
こ

と
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た。
大
勢
の

…
皆
様
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
に、

エ
ア
l

ポ
l

ト
ブ
ロ

ッ
ク
の
意
地
に
か
け
て
絶
対
成

功
さ
せ
よ
う
と

、

陳
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
先
頭
に
プ
ロ
ツ

…
ク
一
丸
と
な
っ
て
連
日
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
、
最
後
は
唇
一

日

食
会
ま
で
開
い
て
の
ラ
ス
ト
ス
パー
ト
と
な
り
ま
し

い

た
。

2
－

E
t
F
e
z

－
国E

を
テ
l

マ
に
、
例
会
委
員

、

司
圃d
S
E
E－
－
居
柑
一aE

幹
事
、

特
別
委
員
会
の
皆

様
の
意
見
を
参
考
に
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
結

果
、
マ
ス
タ
ー

チ
！

ム
の
大
先
輩
も
シ
ニ
ア
チ
l

ム

も
ジ
ュ
ニ
ア
チ
1

ム
の
若
手
も
ひ
と

つ
船
上
で
童
心

に
返
り
大
盛
り
上
が
り
、
競
争
と
な
れ
ば
負
け
る
わ
............................................................................................ 

け
に
は
い
か
な
い
と
各
チ
l

ム
必
死
の
カ
ラ
オ
ケ
バ

ト
ル
。

シ
ニ
ア
チ
l

ム
の
独
走
気
配
で
始
ま
っ
た
イ

ン
ト
ロ

カ
ラ
オ
ケ
も
名
審
査
委
員
の
さ
じ
加
減
で
、

中
盤
で
は
い
つ
の
ま
に
か
ジ
ュ
ニ
ア
チ
l

ム
が
ト
ッ

プ
。

大
き
く
出
遅
れ
て
い
た
マ
ス
ター
チ
l

ム
も
マ

ジ
カ
ラ

オ
ケ
で
本
領
を
発
揮。
最
後
の
追
い
込
み
で

最
終
集
計
で
は
3

チ
l

ム
横

一
線
で
並
び
、
優
勝
の

行
方
は
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
リ1
ダ
の
ア
ピ
ー

ル
タ

イ
ム
で
の
決
着
と
な
り
ま
し
た。

こ
う
な
れ
ば
、
や

っ
ぱ
り
地
力
で
勝
る
マ
ス
タ
ー
チ
l

ム
が
優
勝
、
若

さ
で
ジ
ュ
ニ
ア
チ
l

ム
が
2

位
、
前
半
飛
ば
し
す
ぎ

た
シ
ニ
ア
チ
l

ム
が
3

位
と
順
当
な
結
果
に
お
さ
ま

っ
た
気
が
し
ま
す。

大
き
な
成
果
と
し
て
、
例
会
を
通
じ
て
少
し
同
友

会
活
動
か
ら
離
れ
て
い
た
マ
ス
ター
チ
l

ム
の
メ
ン

バ
ー
で
マ
ス
タ
ー

会
が
発
足
さ
れ
、
マ
ス
ター
な
ら

で
は
の
独
自
の
活
動
を
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
に
、
触
発
さ
れ
て
か
休
止
中
の
肴
の
会

が
新
・

肴
の
会
と
し
て
活
動
再
開
が
発
表
さ
れ
、
例

会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
見
事
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

豪
華
商
品
も
各
チ
l

ム
に
無
事
わ
た
り
、
井
上

さ
ん
が
置
い
て
い
っ
た
最
優
秀
賞
の
自
転
車
が
パ
ー

テ
ィ
の
後
の
寂
し
さ
を
強
調
し
て
い
た
の
が
印
象的

で
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
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ク
社
長
の
夏
、

指
針
の
夏
ψ

争
夏φ
は
や
っ
ぱ
りφ
一
泊
経
営
指
針
へ

こ
れ
が
な
い
と
、
夏
が
来
た
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。

箱
狼
の
山
荘
に
寵
り
、
み
っ
ち
り
勉
強
。
今
年
も
や
り
ま
し
た
！

経
営
指
針
を
深
め
広
め
る
会
主
催
の
一
泊
研
修
。

報
告
者
・

伺
パ
l

ス
代
表
取
締
役
柳
沢
明
子

社
一長
一一た

一ち
一の

8

月
幻
自
と
お
目、

毎
年
恒
例
の
経
営
指
針
一

泊
講
座
が
箱
根
金
型
荘
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た。

会
を
重
ね
る
こ
と
叩
回。
主
催
の
側
サ
ヤ
カ
の

猿
渡
さ
ん
を
は
じ
め

、

幹
事
の
附
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
・
佐
藤
仁
さ
ん
や
重
鎮
・
三
和
電
気
側
の
宮

崎
さ
ん

、

こ
こ
で
し
か
会
え
な
い
メ
ト
口
電
気
工

業
側
の
中
元
さ
ん、

い
つ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
る

聞
大
洋
ツ
ー
ル
製
作
所
の
高
荻
さ
ん
ら
鋒
鋒

た
る
メ
ン
バ
ー
の
ご
尽
力
の
下

、

今
回
も
参
加
者

お
名。
う
ち
、

初
参
加
者
は
叩
名、

と
意
欲
的
な

新
し
い
方
々
も
目
立
ち
、
熱
い
2

日
間
の
研
修
が

気
持
ち
の
い
い
箱
根
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た。

夏

やっぱり楽しみは食事！
頭を使うからお腹すきま1九

みんなで食べると

おいしいですね～

ー 一札、タ砂が

~ 
ロ

宿
報
£邑
1:1 

............................................................ 

講
師
に
中
小
企
業
診
断
士
の
加

藤
奏
治
氏
を
お
迎
え
し
、
い
た
だ

い
た
た
く
さ
ん
の
宿
題
と
と
も
に
、

全
5

項
目
の
講
義
と
グ
ル
ー
プ
討

議
、

発
表
を
繰
り
返
し
ま
す
。

一
日
目
は
朝
9

時
半
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
夜
9

時
ま
で
み
っ
ち
り
格
闘。
翌
朝
は
9

時
か
ら
解
散

時
間
の
午
後
3

時
ま
で
、
決
意
表
明
に
向
け
追
い

込
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

途
中

、

食
事
や
休
憩
を
何
度

か
は
さ
み
、
頭
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
た
り

、

参

加
者
同
士

、

情
報
交
換
で
盛
り
上
が
っ
た
り
：
：
：
。

時
に
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ

、

ま
た
、

闘
士
山
み
な
ぎ

つ
で
き
た
り
、
眠
く
な
っ
た
り
：
；
：
。

自
分
と
対

峠
し
、
経
営
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
静
か
な
時
間

の
う
ね
り
の
中
で

、

何
か
が
見
え
て
く
る
気
が
し

ま
す
。い

よ
い
よ
決
意
発
表
と
い
う
場
で
は、

み
な

、

2

日
間
ゃ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り、

背
筋
が
伸
び

る
感
じ
で
す
。

経
営
と
い
う
取
り
組
み
に
対
し、

何
ら
か
の
課
題
や
目
標
が
で
き
、
参
加
者
一
人
ひ

と
り
に
変
化
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の

「
変
化
」
こ
そ
が

、

経
営
指
針
1

泊
の
醍

醐
昧
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。

............................................... 

私
は
個
人
的
に
は

、

一
泊
経
営
指
針
は
「
社
長

製
造
機
」

の
よ
う
な
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日

頃
の
業
務
か
ら
切
り
離
し
た
状
況
下
で
、
自
分
を

缶
詰
に
し
て
経
営
に
つ
い
て
探
求
し
て
ゆ
く
時
間

は
、
経
営
者
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
時
間
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
方
は
「
経
営
指
針
は

魔
法
の
書
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

号一回
い
得
て
妙H

本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
、

一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さっ
た
お
仲
間
の
方
々
、

リ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

っ
た
加
藤
先
生

、

本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん

、

こ
の
こ
と
を
社
に
持
ち
帰
り

、

整

理
し

、

掲
げ

、

浸
透
さ
せ
て
ゆ
か
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

我
杜
も
新
た
な
理
念
を
追
加
し
、
日
々、

こ
れ

に
基
づ
き
走
っ
て
い
こ
う
と
取
り
組
み
始
め
て
い

ま
す
。

来
年
の
夏
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す。

同 1 3 1函｜ヘ｜つ｜づ ｜く ｜

緊急討論！

「あなたは次世代に
ど、う育つて欲い
～日：本社会のこれからのために～

平塚真樹氏（法政大学教授）
報告者 21研委員長
陶ブロスリスクマネジメント荒井守

講師

昨
今

、

子
供
の
学
力
不
足
や
社
会
性
の

欠
如
を
憂
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
い

つ
の
時
代
で
も
大
人
に
な
る
と
「A7
の
若

い
者
は
：
：
：
」
と
い
っ
た
よ
う
な
愚
痴
を

聞
き
ま
す
が

、

私
自
身
自
分
の
若
い
時
は

ど
う
だ
つ
た
の

，

た
ろ
う
か
？
と
考
え
る
こ

と
も
あ
リ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
F
一l
ト
や
フ
リ
ー
ダ
ー

と
い
っ

た
こ
れ
ま
で
の
社
会
構
造
を
壊
し

つ
つ
あ
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
て
社
会
問

題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す。
果

た
し
て
子
供
・
若
者
の
実
態
は
ど
う
な
の

だ
ろ
う
か

、

な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か

、

ど
、
つ
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う

か
、
今
の
日
本
に
と
っ
て
大
変
重
要
で

且
つ
緊
急
を
要
す
る
テ
ー
マ
と
思
い
幻
研

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
は
教
夏
寸
の
専
門
の
法
政
大
学
教

授
の
平
塚
先
生
を
お
招
き
し
、
講
義
形
式

で
は
な
く
出
席
者
参
加
型
の
討
論
会
式
で

行
い
ま
し
た。

平
塚
先
生
の
お
話
で
は、

人
の
「
育
ち
」

に
は
「
社
会
・
環
境
」
の
影
響
が
非
常
に

大
き
い
と
指
摘
す
る
。
成
熟
し
た
豊
か
な

社
会
よ
リ
も、

む
し
ろ
厳
し
い
社
会
（
日

本
で
は
戦
後
）
の
方
が
人
が
大
人
と
し
て
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参加された方々から感想をいただきました
同友会事務局としても参

加して、経営指針を深め

たいと思いました。

日-:-1 専修大学生
116 I ピV J 佳美子

女初 O考え方がはっきり

しないと経営理念や経営

方針が作成できないと思
いました。 また、自分の

頭の中で考えていたことを

成文化することがこんなに

難しいとは思いませんでし

た。 社長を目指し、 その

思いと社員の思いを共有

するために私も経営指針

を作成させるつもりです。

日干1 附サヤカ
川7 1
にこ」 強渡盛之
宮島10 0高倉社長の体験報告に感動した。 特に

LEDをパチンコ・風俗関係の注文に応じないという

話には、「同友会的理念経営の実践J、 と強く感銘し

た。

に~ 惰）パース
I 18 I 
ピ三」 柳沢明子
*2 0年一回、会社の基礎を打ち直す二といった
感じです。 上ものを大きくするための新たな基礎だ
ったり、ぶれてないか確認したり、 自分と会社の軸

を確かめることは、 夢のある楽しい作業です。

日二1 附京浜工業所
｜刊｜
じ三」 内田由美子
女2 0実際経営に役立つ勉強をさせていただきま

した。 他の社長の皆様の熱心さとパワーに引き込
まれ、私も成長出来そうです。

ロ:1 側サヤカ
120 I 
己竺」 掻渡順子
女10 O目標や情熱を持って取り組めばやり遂げ

られるということを、 高倉さんや安藤さんの講演の

中で感じました。

日日 高野ベアリング側
I 21 I 
己山 高野市子

女初 Oとても有意義な時間を過ごさせて頂きました

図 メトロ電気工業側
中元俊男

女8 0この研修は進化する経営指針作成の会と
位置付けています。 何度参加しても完成する事なく

いつも新しい発見をさせてもらっています。 一年の

経営を振り返る事が出来ました

............... 

. 

1 －－；；ム ｜ ンメタル工業側
110 I 
じ三J 梶弥一郎
女初 O終日の抗議と討議で大変疲労した。 しかし、

経営に関する基本的な勉強が出来て良かったと思

う。 出席者のバイタリティに感心した。 私は疲労の

ため残念ながら懇親会には欠席した。
日日縄大洋ツール製作所
I 1引
にこ」 高萩俊夫

女7 0毎年、 振り返りシー トにより、 自分の実行

力のなさを都度感じ、 反省し、 明日よりの目標にし
ている。

「~高野ベアリング閥
I 12 I 
にこj 高野基一郎

女5 0経営目標を学んだ（マダ、 マダアマイ） 計
画性カf不足していた事を実感した。「ガンバルゾ．ー」

ロムl （：有）パース
I 13 I 
ピ竺」 岩浅丈伸
女2 0久しぶりにいろいろ考えることができまし

た。 シートに記入するだけで、 自分にいろいろ問い

かけもあり、 強み、 弱みが見えてくることが素晴ら

しいと思います。

日~ 側シティ・ハウジンク
I 14 I 
L二コ佐藤 仁
女10 010回目ですが来る度に、 何か持ちかえっ
ています。「継続は力なり」 という言葉がありますが

「1JJ が落ちないように、自分に戒めながら参加し

ています。 来年も采ます。 力をためて、 ありがとうご

ざいました。
r ... I ：東京中小企業家同友会
I 15 I 
ピ三」 高橋忍
大初 O真剣な態度での討議に感銘です。 次回は、

............. 

. . 

. 

＊＝参加回数 0＝感想

日l 陶たびプラザ
L二」 伊藤繁美

＊初 O大変勉強になり
ま した。 名前だけの経営

者にならないように勉強

が必要な事が大きな収穫

となりました。

回羽田運輸閥
安藤日出男

女5 0今年の目標、課
題が明確になりました。

経営理念等についても再

考の機会となりました。 毎

年参加したいと思います。

日刊新日本
L三三」 エンジニアリング

森松雄

＊初 O勉強なり、実践するのみ一一

日刊ジーピーテツク
L二」 圧司善典

＊初 O初参加の為か事前準備が足りず、 成文化

作業、グループ発表の時聞が少ない様に思われま
した。 2回目はもう少しスキルアップして望みたいと

思います。

回附シユウェイ
志村高義

女初 Oグループ内の色々な思いを込めた発表が

大変参考になりました。 出席してすごく良かったと
思いました。

而1側レガ一口
し二」 高倉博
女2 0頭の整理が出来た！！目標が明確になった！！

回 ブ叩ス付ジル卜伺
荒井守

女初 Oやらなければならない事が明確になり、 考

えが整理できた。 社長以下全員参加させたL 、。

凡1 大志技研闘
しこ」 斉藤勝

女10 01年の変化は少しづつであるが3年たつと
明らかに目に見えた変化が表われると思います。 重

大な決意もこの会の中から生まれています。

ほ1 丸良興業同
し二」 虹川良太郎
宮崎初 O事前課題を渡された時は、 どうなるのかと

思いましたが、経営理念を通して経営に係わる姿勢

を学ぶいい機会になりました。 来年のでどのくらい

成長しているかが一泊会がし咳から楽しみです。
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育
ち
や
す
か
っ
た
（
こ
こ
で
言、7
0育
ち
。

と
は
精
神
的
に
ま
た
は
人
間
的
に
。
お
と

な
。
に
な
る
こ
と
で
す
）
。
こ
のよ
う
に

物
質
的
に
豊
か
な
日
本
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
子
供
の
意
識
調
査
で
は
学
習
に

対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
度
合
や
社
会
に
対
す

る
希
望
が
他
の
先
進
国
に
比
較
し
て
異
常

に
低
い
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
進

国
の
中
で
極
め
て
特
殊
な
状
況
で
あ
る
ど

の
こ
と
。

そ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
対
策

に
つ
い
て
平
塚
先
生
か
ら
提
示
を
受
け
た

上
で
「
私
た
ち
は
人
が
育
つ
環
境
や
社
会

を
作
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討

論
を
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
々
子
育
て
の
経
験
の
あ
る

方
、

未
だ
の
方
、
真
っ
最中
の
方
な
ど
様
々

な
世
代
の
方
で
更
に
若
い
社
員
を
育
て
て

い
る
経
営
者
や
、
産
営
交
流
を
通
し
て
若

者
と
の
接
点
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
も
い

て
多
様
な
意
見
が
あ
リ
、
先
生
だ
け
で
な

く
参
加
者
同
士
で
の
意
見
の
違
い
も
あ
っ

て
、
い
つ
も
と
違
っ
た
雰
囲
気
で
活
発
な

討
論
と
な
り
ま
し
た。

も
と
も
と
結
論
の
出
せ
る
テ
ー
マで
は

あ
り
ま
せ
ん
が
私
な
リ
に
感
じ
た
こ
と
は
、

子
供
は
い
つ
の
時
代
も
真
っ
白
で
ど
の
よ

う
な
色
に
な
る
か
は
与
え
ら
れ
た
環
境
や

社
会
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
行
く

、

。
お
と

な
。
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
大
人
が
早
く

お
と
な
に
な
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き

。
お
と
な
。
と
し
て
子
供
に
。
育
ち
。
の

環
境
を
作
リ
残
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

結
局
、
早
〈
大
人
自
身
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
子
供
を
ま
と
も
な
大
人
に
で
き
ず
社

会
が
腐
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
は
未
完
成
で
す
。A
7か
ら
で
も

遅
く
は
な
い
。
も
う
一
度
み
ん
な
が
自
分

を
見
直
し
て
、
次
の
日
本
を
任
せ
ら
れ
る

ク
お
と
な
。
を
育
て
まし
ょ
う
。
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＼
／

社
は
、
印
刷
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
加
盟

（
当

）店
で
す
。

全
国
に
1
0
0
店
舗
ほ
ど
あ
る

／
＼

の
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
で
の

開
業
な
の
で
、
路
面
で
見
か
け
る
こ
と
も
な
く
認
知

度
は
非
常
に
低
い
上
に
、
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、

今
は
、
と
に
か
く
顧
客
の
開
拓
が

一
番
の
関
心
事
で

す
。前

職
は
、
ゲ
l

ム
メ
ー
カ
ー
の
運
営
す
る
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
店
長
や
宣
伝
企
画
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

ゲ
l

ム
と
い
え
ば
今
ど
き
な
新
し
い
考
え
を
も
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
意
外
と
古
く
と
い
う

か
、
そ
も
そ
も
ど
の
会
社
も
宣
伝
費
は
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
の
最
有
力
候
補
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

会
社
で
も
そ
ん
な
傾
向
に
あ
り
「
新
し
い
」
ゲ
I

ム

で
あ
れ
ば
売
れ
る。

つ
ま
り
商
品
力
さ
え
あ
れ
ば
売

れ
る
と
思
い
が
ち
で
し
た
。

あ
る
時
は
、
新
製
品
を
設
置

し
た
だ
け
と
新
製
品
の
脇
に

等
身
大
ポ
ッ
プ
を
置
い
た
場

合
と
で
反
応
率
と
売
上
を
比

せ
ん
で
し
た
。

答
え
は
、
新
鮮
だ
か
ら
と
い
っ
て
栄

養
が
高
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
な
い
け
ど
と
に
か
く

「
美
味
し
い
」
。

よ
く
テ
レ
ビ
で
採
り
た
て
の
野
菜
を

食
べ
て
「
甘
い
」
と言
っ
て
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ

で
す
。

「
美
味
し
い
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
の
栄
養
」

だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
様
と
は
、
今
年
か
ら
毎
月
顧
客
向
け

に
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l

の
作
成
の
依
頼
を
受

け
て
い
ま
す
。

た
だ
、
印
制
物
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
供
に
考
え
る
人
で
あ
り
た
い。
専
門
知
識
の

な
い
人
で
も
気
軽
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る
地
域
に
密

着
し
た
印
刷
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

較
し
て
販
促
ツ
1

ル
の
制
作
の
菓
議
を
あ
げ
た
り
し

て
き
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
印
刷
の
知
識
の
な
い
ま
ま

で
し
た
が
、
現
場
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
は
し
っ
か
り
も
っ
て
、
取
り
組
ん

で
い
る
う
ち
に
、
ポ
ッ
プ
、
ポ
ス
タ
ー
は
も
と
よ
り
、

う
ち
わ
や
タ
オ
ル
、
は
た
ま
た
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
な
ど

い
ろ
い
ろ
企
画
制
作
し
て
き
ま
し
た。

そ
ん
な
経
験
を
活
か
し
て
、
「
い
い
商
品
」
「
良
い
サ

ー
ビ
ス
」
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
な

か
な
か
お
客
が

集
ま
ら
な
い
・
売
れ
な
い
と
い
う
会
社
や
、
作
り
方

が
わ
か
ら
な
い
の
で
何
も
販
促
出
来
な
い
と
い
う
小

さ
い
お
店
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
で
独
立
し
、

こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た。
打
合
せ
を
重
ね
る
と
、

ア
ピ
ー
ル
不
足
な
こ
と
が
見
え
で
き
た
り
し
ま
す
。

例
え
ば
、

宅
配
牛
乳
を
や
っ
て
い
る
会
社
が
あ
る
の

で
す
が
、
新
鮮
な
う
ち
に
届

け
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
ウ

リ
だ
と
い
う
の
で
す
が
、
新

鮮
な
事
で
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
を
伝
え
て
い
ま

＼
－J／
建
合
格
・
：
今
に
し
て
思
え
ば
こ
れ
が
全
て

＝
宅

一の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

私
の
学
生
時
代
、
そ

／
f
＼
＼
れ
は
折
り
し
も
バ
ブ
ル
絶
頂
期
、
暇
な
学

生
は
ワ
ン
レ
ン
・

ボ
デ
ィ
コ
ン
姿
で
繁
華
街
で
散
財

し
て
遊
び
ま
わ
る
の
が
常
で
あ
っ
た。
遊
び
に
興
味

が
な
か
っ
た
私
は
、
国
家
資
格
の
登
竜
門
と
言
わ
れ

て
い
た
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
に
挑
戦
し
た。
宅
建

合
格
は
私
に
大
き
な
自
信
を
与
え
て
くれ
た
。

「
私
で
も
頑
張
れ
ば
合
格
で
き
る
ん
だ
！
」
私
は

次
の
目
標
を
探
し
た。
－
科
目
ず
つ5
科
目
取
れ
ば

合
格
で
き
る
税
理
士
試
験は
、
翌
年
に
就
職
を
控
え

た
私
に
は
魅
力
的
に
映
っ
た
。

初
受
験
は
社
会
人
1

年
目
の
夏
。

初
め
て
の
社
会

人
経
験
と
受
験
勉
強
の
両
立
は
厳
し
か
っ
た
が
、
学

生
時
代
の
勉
強
の
蓄
積
が
あ
っ
た
お
蔭
で
、
運
良
く

2

科
目
一
気
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た。
「
や
っ
ぱ

り
頑
張
れ
ば
合
格
で
き
る
ん
だ
！
」
半
信
半
疑
か
ら

確
信
へ
と
変
わ
っ
た。
勢
い
付
い
て
次
の
年
も
1

科

目
合
格
。

し
か
し
、
そ
う
甘
い
も
の
で
は
な
く
、
結
婚
・

出
産
・
育
児
と
続
い
た
2

年
間
は
合
格
科
目
ゼ
ロ
だ

っ
た
。

4

時
間
お
き
の
授
乳
の
聞
に
3

時
間
の
講
義

テ
l

プ
を
聞
き
1

時
間
演
習
を
解
い
て
授
乳
、
子
供

を
寝
か
し
て
又
更
に
3

時
間
の
講
義
テ
l

プ
を
聞
い

て
1

時
間
演
習
解
い
て
授
乳
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
た。

「
頑
張
っ

て
も
報
わ
れ
な
い
時
も
あ
る
」

や
り
切

れ
な
い
空
し
さ
が
襲
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

何
故
か
諦
め
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

乳
飲
み
子

を
抱
え
な
が
ら
も
何
か
に
取
り
付
か
れ
た
修
行
僧
の

よ
う
に
勉
強
に
逝
進
し
た
。

初
め
て
税
理
士
試
験
を

受
け
て
か
ら
5

年
目
の
秋
に
、
念
願
叶
っ
て
官
報
合

格
を
果
た
し
た
。

実
務
に
就
い
て
み
て
合
格
が
終
着
点
で
は
な
い
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

税
法
は
多
岐
に
亘
り
法
文

解
釈
も
奥
深
く
、
し
か
も
毎
年
法
改
正
さ
れ
る
。

日
々

勉
強
、
研
鑓
を
続
け
て
い
か
な
い
と
直
ぐ
に
浦
島
太

郎
に
な
っ
て
し
ま
う
。

仕
事
・
子
育
て
・
家
事
、3
足

の
草
鞍
を
履
い
た
私
の
挑
戦
は
果
て
な
く
続
く。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ............. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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代表取締役

中島なおみ
（大森ブ、ロック）

I 

の

白

................................ 

ミ
ン
グ
」
と
変
更
しま
し
た
。

エ
フ
は
フ
l

ド
、

フ

レ
ッ
シ
ュ
、
フ
レ
ン
ド
リ

l

、
そ
し
て
日
本
で

一
番

高
い
山
の
富
士
山
を
意
味
し
地
域
で

一番
に
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を

一
歩
一
歩
登
っ
て
い
こ

う
と
い
ろ
会
社
名
で
す
。

以
前
の
会
社
名
が
「
有
限

会
社
ヒ
ル
マ
商
店
」
でし
た
か
ら
、
会
社
は
社
長
個

人
の
物
で
は
な
く
、
社
員
と
お
客
様
の
た
め
に
あ
る

と
い
う
こ
と
を
社
員
全
員
で
共
有
し
た
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が

一
番
の
目
的
で
あ
り
ま
し
た
。

「
商
道
は
人
道
に
つ
な
が
る
」
商
い
の
発
展
は
人

の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
く
、
私
が
師
と
仰
ぐ
方
の

言
葉
が
と
て
も
好
き
で
、
い
つ
か
こ
の
先
、
自
分
が

肌
で
こ
の
言
葉
の
意
味
を
感
じ
と
れ
る
日が
く
る
こ

と
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
高
い
山
を
制
覇
し
て
い

き
た
い
で
す
。

＼
／

年
後
に
は
海
外
の

（
数
）事
業
所
に
転
勤
に

／
＼

な
り
・
：
と
自
分

な
り
に
目
標
を
持
っ
て
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
会
社
勤
め
が4
年
間
過
ぎ
た
頃
、

食
品
ス
ー
パ
ー
を
営
む
父
が
体
調
を
崩
し
て
入
退
院

を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
私
が
家
業
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
し
ま
し
た
。

翌
年
に
父
が
亡
く
な
り
、
当
時

二
十
七
歳
の
私
が2
店
舗
、
従
業
員
初
名
程
の
会
社

社
長
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
私
が
社

長
と
し
て
5

年
間
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き

た
お
か
げ
で
今
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

知
識
も
経
験
も
な
い
二
十
七
歳
の
社
長
で
し
た
の
で
、

な
ん
で
も
素
直
に
聞
い
て
考
え
て
行
動
し
て
吸
収
し

ま
し
た
。

苦
労
も
重
圧
も
当
然
感
じ
ま
す
が
、
と
て

も
以
前
の
会
社
勤
め
で
は
経
験
で
き
な
い
新
鮮
で
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す。

さ
て
、
一
般
的
に
ス
ー
パ
ー
業
界
と
い
え
ば
、
大
手

ス
ー

パ
ー
に
市
場
は
掌
握
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
規
模
の

メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
で
き
な
い

独
立
系
中
小
ス
ー
パ
ー
に
と

っ
て
大
手
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る

出
店
増
と
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
・

夫
婦
共
働
き
に
よ
る

食
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
外
的
環
境
も
重
な
り
目
の
前

に
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
が
山
積
し
て
い
る
負
の
イ
メ

ー
ジ
が
付
い
て
回
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

実
際
に
私
の
店
舗
の
す
ぐ
近
く
に
は
大
手
チ
ェー

ン
が
い
く
つ
か
存
在
し
、
常
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
の
が
実
状
で
す
。

し
か
し
そ
ん
な
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
の
店
舗
で
は
チ
ラ
シ
も
入
れ
ず
、
大

手
の
真
似
出
来
な
い
店
づ
く
り
、
仕
入
れ
体制を
駆

使
し
今
期
ま
で5
期
続
け
て
の
増
収
・
増
益
と
な
り
、

地
域
の
お
客
様
の
支
持
を
い
た
だ
い
く
こ
と
が
で
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
規
模
で
す
が
生
鮮
食
料
品

に
特
化
し
、
集
中
的
な
ド
ミ
ナ
ン
ト
展
開
、
出
店
に

よ
っ
て
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
。

会
社
は
今
年
で
創
業
五
十
周
年
に
な
り
ま
し
て
、

こ
れ
を
期
に
会
社
名
を
「
株
式
会
社
エ
フ
・
ク
ラ
イ
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（倒エフ・クライミング

代表取締役

比留間一彰
（エアポートブ、ロック）

高橋会計事務所

高橋真奈美
（大森ブロック）
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報告者・代表取締役績渡盛之

［住所］大田区城南島2-3-3

[TEL] 03-3790-8911 

[FA×] 03-3790-8917 
[URは http: //www.sayaka .co・jp

［住所］大田区大森本町2-4-26

[TEL] 03-3765-1251 

[FAX] 03・3764- 1 3 16

[URL] http://www.workdepo.com 

業務内容・実装電子基板自動分割システム、

各種自動化システム開発製造販売をしています。

経営理念・人間的なふれあいを大切に技術の向上で応える。

①人間のしあわせと社会の進歩ヘ
自分達の仕事を役立てる事をめざす。

②持って生まれた個性を発揮し発展させる。

③自覚的規律で結ばれた自立（自律） した人間集団をめざす。
①現状に甘んじ求常に組織と個人の創造的発展をめざす。

うちの会社のここがすごい・

実装基板自動分割機の日本のトップメーカーです。

海外にも輸出しています。

なんでもひとこと・羽田から飛行機に乗ったら

君、から下を見て下さい。我が社の屋上に

SAYAKAの口コが大書きしてあります。

業務内容・ワーク用品（作業用消耗品資材）の販売。

モットー・

作業のあるところ必ずその作業にあった消耗品資材が必要であり、

適時にかつ敏速にその商品を供給することが

われわれの使命です。

うちの会社のここがすごい・

①頭からつま先までのワーク用品をすべて在庫しています。
②名人れが出来るフルカラープリントの機械を所有している。
③全国どこにでも当日発送できるシステムがある。

なんでもひとこと・

当社のフルカラープリン トの技術は

会社のイメージを視覚的に

わかりやすく表現することができ、

イメージ．アップ向上に大きな効果を発揮します。

あな たの お仕事
教え てくださ ～ い！！

総会社数250社もある大田支部。「一体どんな会社があるのもとし、うことで、

支部総会で行った「あなたのお仕事教えてフェスティバル！」が
好評だったとしゅ話を受け、じゃあ、その紙面版を作ろう！と言うことになりました。

今号から出来るだけ多くの会社を紹介して行けたら…と思っています。
みなさん、ご協力お願いいたします。

報告者．代表取締役副社長平間律子

［住所］東京都大田区大森西3-3 1 -8 ロジ．ェ田中ビル6F

[TEL] 03・3298・7051

[FAX] 03・3298-3493

[URしJ http://www.basesystem.eo.jp/ 

［住所］大田区大森西ト9・19・106

[TEL] 03・3765・6544

[FA×] 03・3765・7280

[URL] http://www.net-maruyoshi.com/ 

業務内容・コンビュータソフ トの開発・販売

モットー・お客様の立場で

よりよい商品をリーズナブルな価格で提供し、

お客様の発展を自らの発展と考え活動していく決意です。

うちの会社のここがすごい・

自動車整備システムを創業当初より手がけ、

今年で22年がたちます。現在整備ソフトのユーザーは、

約5000社になり ます。同友会では、矢野口自工側様と

（有）銀金塗装鈴木様に使っていただいています。

なんでもひとこと・自社開発の営業管理システムの

パッケージ販売も始めま した。 このシステムを使って、

自社の営業マンの日報・見込み客管理をするようになって

半年たちます祇売上が大幅に伸びました。ご興味がある方は、

平間後子までお問い合わせください。説明に伺います。

業務内容・ラフターという自走式クレーン車を使った、

土木、建築、護岸、道路工事、造園、機械引越、解体、修理など、

様々な分野においての釣り込み作業を行っています。

経営理念・荷を釣る安全、荷を釣って安心、

ゼ口災で社会に貢献し、楽しい安定した生活を築く。

うちの会社のここがすごい・

お客機が見てて安心できる仕事をします！

安全第一で、 あらゆる障害条件のもと、ベス トの方法で重量物を

移動させます。よりよい社会のために誇りの持てる仕事です。

業
側
川

＼’
興
お

『J

a

a

7
m

f
、
良

M
M

丸
乱
川

なんでもひとこと・

父である良雄が社長ですカえ

2代目として恥じないよう日々仕事をし、

自分のしなければならないことを考え、

行動をしているところです。

www.o加－ao~u.co111
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参加8月26日

午後6時30分
次回幹事会
9月4日（月）

本ーの中小企業（仮）」～橘高勝入社長（株式会社会

社キツタカ・大田支部）の経営体験担当：例会委

員会

③1 2月例会： 1 2月 1 1 日 「正副支部長会プロデユー

ス新人企画」

口秋か5の増強と第15団東京経営研究集会

について報告：湯本氏

産経新聞広告への協賛金5万円の要請～同友会と

して初の新聞広告を行う。大田支部の名前が入る

ことで了承。

口第15回東京経営研究集会（10月 18日）

分科会担当：島村氏北山氏鈴木善氏

高崎氏矢野口氏

－大田は田野さんの分科会を持つ。ぜひ申し込んで

欲しい。

－支部として70枚のチケット買取を決定。

口第16聞東京経宮研究集会（2007年）

実行委員長を鈴木善彦さんにお願いしたいと南部
協から要請。拍手で了承。

口一泊幹事会→2月24日25日

f御殿場支部組織例会作りに学ぶJ

場所は、御殿場。正副支部長会から一部を御殿場支

部と合同で行う意向が提出。

口告委員会・ブロックか5

［都立高専交流委員会］ OTAフヱスタ 11 月 11 , 12日

都立高専と合同企画協力の要請。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

2006年度スローガン：

『私がやる、共にやる、楽しくやるj
～常にチャレンジ‘大田支部～
参加者：内海、杉崎、湯本、北山、石渡、個、平問、田中、

荒井、高崎、高倉、石川、 陳、渡辺、岡田、島村、山口、

鈴木裕、河j輩、伊藤、中西、大谷、圧子、高田、内田、奥

野、虻川、大橋、鈴木善（敬称略） 司会：河津氏

1. 報告事項

口行事報告 8月例会（8月8日）

世代間で楽しめた。肴の会復活、マスターの会結成

という話がでた。ただの欽み会でなく 、工夫があっ

た。

口会員数報告（2006 .8/8～9/1)

退会3名現在251 名

織田信次氏（織田労務コンサルタント事務所）退会

理由．出席していない、秦明雄氏（（有弘栄）退会理

由．時聞がとれない、浅野正久氏（伺アサノ工芸）退

会理由：時聞がとれない

2. 討議事項

口例会の進捗状況報告・企画検討

① 9月例会（南部協合同例会） :g月2 1 日下北沢

「価格競争に巻き込まれない信念の経営」

②11 月例会：「ここにもあった！大田区が誇る日

滅
乗
除
の
計
算
は
ま
こ
と
に
面
倒
な
事
に
な
っ
て
い

た
事
に
な
る
。

事
実
、
位
取
り
記
数
法
が
普
及
す
る

ま
で
は
、
計
算
は
ま
こ
と
に
大
変
な
作
業
で
専
門
家

の
仕
事
で
あ
っ
た
ら
し
い。

イ
ン
ド
式
記
数
法
に
よ
れ
ば
ー
か
ら
零
の
数
字
で

表
現
で
き
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
・

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
l

マ

等
の
表
記
で
は
桁
数
が1
つ
増
え
る
ご
と
に
新
し
い

数
字
が
必
要
に
な
っ
て
く
る。

そ
の
意
味
で
、
計
算
数
字
と
記
録
数
字
の
両
方
の

要
素
を
満
た
す
優
れ
た
表
記
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

現
在
の
記
数
法
は
日
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
金
融
業

が
発
達
し
た
イ
タ
リ
ア
の
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
拡
が

り
、
イ
ギ
リ

ス
・
ド

イ
ツ
に
伝
わ
る
の
は
、
げ
世
紀

の
中
頃
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
表
現
方
法
は
筆

算
を
す
る
上
で
ま
こ
と
に
便
利
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
記
数
法
は
紙
が
安
く
大
量
に
で
き
る
ま
で
は
ゆ

っ
く
り

と
し
た
歩
み
で
あ
っ
た
。

科
学
技
術
や
知
識
の
拡
が
り
は
、
グl
テ
ン
ベ
ル

ク
の
印
刷
技
術
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
そ
の
時
々
の

様
々
な
条
件
が
満
き
れ
な
い
と
普
及
し
な
い
と
い
う

事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る。
鉛
筆
も
口
世
紀
頃
の
発
明

と
い
わ
れ
て
い
る
事
と
併
せ
る
と
、
金
融
業
の
発
達

に
よ
る
簿
記
の
発
展
と
、
紙
と
鉛
筆
の
普
及
に
よ
っ

て
イ
ン
ド
式
記
数
法
が
世
界
に
拡
が
り
、
今
日
の
科

学
文
明
の
発
達
の
礎
と
な
っ
て
い
る。
あ
ら
た
め
て
、

人
類
の
叡
智
の
深
さ
や
、
広
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
本
棚
の
整
理

は
ま
た
明
日
や
る
事
に
し
た
の
だ
が・.. 

株
式
会
社
湯
建
工
務
店

代
表
取
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役
湯
本
良
一

＊編集委員、歓迎募集！

編
集
往
未

休
み
の
聞
に
本
棚
の
整
理
を
し
よ
う
と
、
仕
度
を

整
え
て
始
め
た
の
だ
が
、こ
れ
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
。

本
を
手
に
す
る
度
に
、
タ
イ
ト
ル
や
帯
に
目
が
行

っ
て
、
つ
い
ペ
l

ジ
を
め
く
っ
て
し
ま
い
、
何
を
や

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

そ
の
う

ち
に
初
版
が
1
9

3
9

年
で
臼
版
改
刷
が1
9
7
9

年
の
吉
田
洋

一
著
の
「
零
の
発
見
」
と
い
う
の
を
発
掘

し
て
、
と
う
と
う
そ
こ
で
読
み
出
し
て
し
ま
っ
た
。

1

9
7
9

年
と
い
え
ば
、
今
か
ら
幻
年
前
の
話。

「
零
の
発
見
」
の
話
に
も
興味は
あ
る
が
、
そ
こ
に
珠

算
の
話
が
出
て
い
た
。
一
部
を
引
用
す
る
と
「
も
っ

と
も
近
年
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
電
卓
な
る
も
の
が

出
現
し
、
ソ
ロ
パ
ン
の
代
わ
り
に
こ
れ
を
使
用
す
る

向
き
が
だ
ん
だ
ん
増
え
始
め
て
き
た
。

」
｜
｜
中
略
、

将
来
い
つ
の
日
か
ソ
ロ
パ
ン
が
電
車
に
圧
倒
さ
れ
て

日
本
の
社
会
か
ら
姿
を
消
す
時
が
来
る
か
否
か｜

興
味
の
あ
る
問
題
た
る
を
失
わ
な
い
｜

と
書
い
て

あ
る
。

参
照
写
真
に
富
士
通
の

F
A
C
O
M
I
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－

2
0
0

と
い
う
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

ー
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。

I
T

に
関
し
て
は
ド
ッ
ク
イ
ヤ
ー
と
い
わ
れ
て
き

た
が
、
こ
の
話
が
た
つ
た
幻
年
前
に
書
か
れ
て
い
た

こ
と
に
隔
世
の
感
が
あ
る。
科
学
技
術
や
社
会
の
進

歩
は
、
僅
か
の
問
に
大
き
く
社
会
の
風
景
を
変
え
る

こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
「
零
の発

見
L
は
、
6

世
紀
頃
に
イ
ン

ド
に
お
い
て
考
え
出
さ
れ

た
ら
し
い
。

私
達
が
習
っ
た
、

位
取
り
記
数
法
H

イ
ン
ド

式
記
数
法
（普
通
の
数
字
の

書
き
方
）に
は
、
零
の
概
念

が
な
け
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ば
凶
は
ア
ラ
ビ
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で
表
記
す
れ
ばX
珊
、

1
0
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は
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1
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は
C
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X
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と
な
り
、
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｛親睦企画委員会］オールディズ

者49名でにぎやかに開催。

[21研l 8月23日参加者11 名、 テーマ「あなたは

次世代にどう育ってほしいか？ J講師：法政大学・

平塚先生。

［会勢拡大委員会］大谷委員長より抱強のアイデア

をお願い。 9月中に作戦会議で次団幹事会までに

提出。

［産学交流委員会］ビジネスゲーム＠立正大学

11 月 24日 16時10分か ら

[H P委員会l 9月2、 3日 （一泊） 山中湖にて中野

支部と交流。パナ一広告を出すことが幹事会で承

認。右腕を育てる会を提案、 これも了承。

［指針の会l 8月27、 28日 恒例の一泊研修

［肴の会］納涼会で復活が決まった。 9月25日

八百八町蓮沼店で行う。

口中小企業憲章

分かりやすい説明をパワーポイントで作成中 （20

分間）。次回、幹事会で披露したいと大橋氏から発

口その他

来年は同友会50周年。記念で県人会を構想中。関

心のある方は北山さんまで一報。

柳沢咽手＠企業広報サポートならパース

荒井守＠保険はブ．ロスリスクマネジメント

平間律子＠ソフト開発のベースシステム

内海節子＠今日も陽気な京浜容器

湯本良一＠家を建てるなら湯建工務店

佐趨仁＠大田の不動産はシティI ＼ウジング

虻川良太郎＠クレーン作業なら丸良興業


